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自らを磨き  豊かに生きる 
～優しく 強く 伸びやかに～ 

＊今年度の重点 

「自己調整能力を育み、自ら学びをマネジメントする生徒の育成」 

～ふるさとを想い、未来を生きる人づくりを目指して～ 

学校ホームページ http://www10.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=0120004）  

                                        写真：第７９回 入学式 学活  

 

The 恵中 
＊教 育 目 標 令和８年度 恵庭市立恵庭中学校 学校だより    No.１   令和８年４月 13日発行 

３月は、たくさんの人達との別れがありました。そして４月は、別れの数だけ新たな出会いも生まれます。

4月 7日の着任式・始業式では、２４９名の生徒が進級し、新しい教職員が着任しました。そして入学式では、

ご来賓のみなさま、保護者のみなさまがご参集くださり、１３４名の新入生を迎えることができました。新入

生は、仲間、先輩、担任、教職員、そして恵庭中学校と新たに出会いました。出会いは人の生き方を変える力

を持っています。だからこそ、一つ一つの出会いを「よいもの」にしていきたいと願っています。 

始業式・入学式では、生徒に恵庭中学校の目指す生徒像である「多様性を理解し、優しさと思いやりのある

生徒」「より良き未来を創造するため、主体的に学びに向かう生徒」「地域を愛し、地域の発展に貢献できる生

徒」の３点について具体的に話をしました。これらのことに共通することは、中学校生活を通して、これから

の社会の中で生き抜いていく力の基礎をしっかり身に付けてほしいという願いです。 

そして、何よりも大切にしてほしいことは自分らしく「生きる」ことです。教科の学習や道徳の授業、学級

活動、生徒会活動、各種行事、部活動等も、学校で学ぶすべてが「生きる」ためにあります。その上で、「強

く生きる」こと、「美しく生きる」ことを考え、行動してほしいと思います。強く生きるためには、学力や体

力などいろいろな力が必要になります。美しく生きるためには、他人を思いやることやルールを守るといった

道徳的な気持ちや行動、美しいものを美しいと感じる感性が大切になります。さらに、「共に生きる」という

ことを意識してほしいと思います。人間は一人では生きられません。家族と共に生きる。仲間と共に生きる。

地域と共に生きる。そこから、いろいろなものが生まれてきます。自分自身も大きく成長することができます。 

「共に生きる」は自分の持っている幸せを他の人に分け与えることであるという話を聞いたことがありま

す。分け与える幸せが多ければ多いほど良いことは言うまでもありません。学ぶことで幸せを増やすのも学校

です。 

恵庭中学校生徒一人一人が、自分の幸せをたくさん増やしてほしいと思います。そして、その幸せをたくさ

んの人達と分かち合える存在になってほしいと思います。 

保護者、地域のみなさまのご支援やご協力をいただきながら、教職員一丸となって全校生徒を支えていきま

す。今年 1年間、どうぞよろしくお願い致します。 



 

   

転入者からのあいさつ  

■赤井  輝人校長 （千歳市教育委員会より）  

恵庭中学校の勤務は２回目となります。再びこの地で勤務できることをうれしく思います。これまでの伝統を基盤として、生徒一人一

人の個性を伸ばし、確実な成長につなげるよう教職員一丸となって頑張っていきます。保護者、地域の皆様には何かとお世話になると思

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。  

■内山  敬一教諭 （江別市立江別第三中学校より）  

  恵庭中学校に赴任することになりました内山敬一と申します。１年生の国語科を担当します。恵庭市で働くのは、臨時採用の頃以来で２０数年ぶりです。

生徒のみなさんや同僚の方々から恵庭のことを教わりながら、恵庭中学校の教育活動に力を尽くしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

■笠井  かおり教諭 （江別市立江別第二中学校より）  

 江別第二中学校から来ました、笠井かおりです。担当教科は英語です。授業だけでなく行事や生徒会活動など様々な場面でみなさんと

たくさんコミュニケーションを図っていきたいと思っています。よろしくお願いします。  

■江刺家  真教諭 （新採用）  

このたびご縁をいただき赴任いたしました。過去にお世話になった多くの方々への感謝を胸に、初心を忘れず謙虚に学び続けてまいります。子どもたち

が安心して過ごせる環境を整え、一人一人のよさを大切にしながら、共に楽しく充実した日々を築いていきたいと考えております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

■眞木  康江教諭 （江別市立江別第一中学校より）  

  ４月から恵庭中学校で勤務することになりました。恵庭市には以前住んでいたことはありますが、恵庭市で勤務するのは初めてです。

様々な行事等を通してみなさんと関わり合いながら過ごしていきたいと思っております。どうそよろしくお願いします。  

■住友  宏季教諭 （八雲町立落部中学校より）  

渡島管内の八雲町立落部中学校から参りました住友宏季と申します。全校生徒が４０人未満の学校から来ましたので、生徒の多さに驚

いているところです。不慣れなところがありますが、生徒のため、学校のために頑張りたいと思います。どうぞ宜しくお願いいたします。 

■杉浦  晃二郎教諭 （新採用） 

この４月から、恵庭中学校に着任することになりました、杉浦晃二郎です。専門は保健体育ですが、４月からは特別支援学級に入りま

す。生徒たちと共に成長していきたいと思っています。よろしくお願いいたします。  

■前川  和美栄養教諭 （北広島市立大曲東小学校より）  

北広島市立大曲東小学校より参りました。恵庭市での勤務、そして中学校での勤務も初めての経験となります。新たな環境に身の引き

締まる思いですが、給食の時間をはじめ、様々な場面で生徒の皆さんと関わりたいと思っています。保護者や地域の皆さま、どうぞよろ

しくお願いいたします。   

■阿部  日莉養護教諭 （期限付き採用）  

本年度よりお世話になります。子どもたちが、毎日元気にそして安心して過ごせるよう一人ひとりの気持ちに寄り添うことを大切にし

ていきたいと思っています。笑顔で学校生活を送れるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

■植村  真湖事務職員 （北広島市立西の里小学校より）  

  このたび、北広島西の里小学校より着任いたしました事務職員の植村です。円滑な学校運営を支えられるよう、誠実に業務に取り組んでまいります。生

徒の皆さんが安心して学べる環境づくりに貢献できるよう努めますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

※4月から、10名の教職員の他に、木田 知美教員業務支援員、中川 薫給食配膳員が着任しております。どうぞよろしくお願いいたします。 
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保護者の皆様・地域の皆様へ 

 今年度も家庭・地域・学校の「三位一体」で、生徒たちの健やかな成長を支えていきたいと考えていま

す。１年間よろしくお願いいたします。紙面の都合上 5月の行事予定については、学校ホームページでご

確認願います。次回の学校だよりは 5月 18日(月)発行予定です。（保護者向けの学校だよりは、5月より、

スクリレのみでの発行となります。ご承知おきください。） 

  


